
2023年11月18日(土)
12:30～19:00

北海道立道民活動センター(かでる2•7)
北海道札幌市中央区北2条西7丁目
＊託児所設営予定 
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会費 申込
支部会ページ
Facebookページ
にて受付中

10th 

主催 日本プライマリ・ケア連合学会北海道ブロック支部 共催 日本プライマリ・ケア連合学会 学生初期研修医部 北海道支部

http://jpca-hokkaido.jp/

「プライマリ・ケア専門医/認定医更新のための単位」「専攻医のOff-the-job Training単位」
「プライマリ・ケア認定薬剤師の認定単位」認定予定 

日時

北海道
プライマリ・ケア
フォーラム

内容
12:30
13:00
14:40
16:10
17:30
17:50
18:50

＊終了後、懇親会を予定 

開会式
ワークショップ①
ワークショップ②
学術集会
特別講演(第10回記念)
基調講演
閉会式



[学生・初期研修医限定企画] みんなで実践してみよう！超高齢地域における退院マネジメント
八木田一雄先生 (松前町立松前病院)
退院カンファレンスの疑似体験を通して、地域における多職種連携やプライマリ・ケアの魅力、地域医療現場の「リア
ル」を一緒に学びましょう！

基調講演・特別講演・ワークショップの抄録は
Facebookまたは支部会ページでご確認いただくことができます。

基調講演
楢戸健次郎先生「家庭医に未来はあるか？」
近い将来、日本、とりわけ北海道の住民はプライマリケアの担当医である家庭医に何を期待するでしょう？会場
の皆さんと共にこれからの北海道でのプライマリケアの将来像を考えてみたいと思います。
[略歴] 1945年福島県いわき市生まれ。茨城県水戸育ち。1972年千葉大医学部卒。その後7年半、家庭医を目指して
自己研修。1984年栗沢町（現岩見沢市）美流渡診療所開設。家庭医によるグループ診療。2005年 JOCSから派遣さ
れネパールへ。2011年フリーとなり活動継続。

ワークショップ① (13:00-14:20) * 以下のうち、1つを選んでいただきます。

[エコー] エコーで見て触って学ぶ。そして実践する！＊ハンズオン20名＋見学10名限定
コーディネーター植村和平先生（北海道家庭医療学センター/市立稚内病院)、テーブル講師市立稚内病院白崎優太先
生／伊勢谷直隆先生／宇留間優花先生、協力砂川市立病院久世瑞穂先生、旭川医科大学5年 飯田葵さん／宇高彩さん
この身体診察のやり方で本当にちゃんと臓器が触れているの？という疑問をエコーで解決しちゃいます！

[在宅×専門性] specialist × generalist ～在宅診療の可能性と連携～
泉 京子先生(平和通りクリニック所長)、川村 健太郎先生(医療法人 稲生会 生涯医療クリニックさっぽろ 院長)、
五十嵐 謙人先生(勤医協中央病院 腎臓内科)、宮下 直洋先生(HOME CARE CLINIC N-CONCEPT 院長)
専門領域を持った医師が行う在宅診療の現状や課題から在宅診療のさらなる可能性を探求するセッションです。

[地域志向のケア] 地域活動から見える「地域のいま」
松田諭先生（ファミリークリニックさっぽろ山鼻)、大久保彩織先生（勤医協札幌病院、ファミリークリニックさっぽろ
山鼻、稲生会生涯医療クリニックさっぽろ)、神長まゆみさん（道北勤医協一条通病院)
地域の中での活動を通して見えた地域の健康問題や課題についてそれぞれの視点から語ります！

ワークショップ② (14:40-16:00) * 以下のうち、1つを選んでいただきます。

[デジタルヘルス] デジタルヘルス×プライマリケア ～時代の最先端は想像から創造へ～
草島邦夫先生（北海道家庭医療学センター栄町ファミリークリニック)
今村智之先生（Community Nurse Company 株式会社）
「デジタル田園都市国家構想」と「高血圧治療補助アプリ」を事例に、アイディアソンで創造力を発揮しましょう。

[ポリファーマシー] 脱処方で元気にしよう！多職種で取り組むポリファーマシー対策
長谷部浩平先生（札幌渓仁会リハビリテーション病院医師） 笹岡佑樹先生（札幌渓仁会リハビリテーション病院薬剤
師） 塚田和代先生（札幌渓仁会リハビリテーション病院薬剤師）
薬剤整理はプライマリ・ケアの本領発揮の機会！WSで知識とコツを身につけて、実践につなげましょう。

特別講演
特別企画「10年の歩みを振り返って」
木村眞司先生（砂川市立病院 副院長・教育研修センター長）
堀哲也先生（医療法人 北海道家庭医療学センター 理事 北海道社会事業協会帯広病院総合診療科 部長）
10回目を記念し、発足・運営に携わった二人と共に当時を回想し、未来への思いを巡らせる企画です。
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